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協会行事案内参加ご希望の方は、必ず事前にお申し込み下
さい。Ｍ＆Ｄホールは保険医会館東隣りです。

お申し込みは
HP　osk-net.org

電　　話　06-6568-7731
ファクス　06-6568-0564

未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
未
入
会
勤
務
医
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

日
時　

５
月
24
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

　
　
　

←

日
時　

未
定

【
延
期
】 

５
月
度
生
涯
研
修
講
座
「
か
か
り
つ
け
歯

科
医
と
し
て
の
口
腔
機
能
管
理
」（
仮
題
）

日
時　

６
月
13
日
（
土
）
午
後
６
時
〜
８
時

　
　
　

←

日
時　

未
定

【
延
期
】 

歯
初
診
（
注
１
）・
外
来
環
の
施
設
基
準
に

係
る
研
修
会

日
時　

６
月
28
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

　
　
　

←

日
時　

未
定

【
延
期
】 

６
月
度
生
涯
研
修　

顎
関
節
症
の
診
断
と

治
療
の
ポ
イ
ン
ト
―
さ
あ
動
か
そ
う
顎
関
節

日
時　

６
月
14
日
（
日
）
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

　
　
　

←

日
時　

未
定

【
延
期
】
新
人
ス
タ
ッ
フ
総
合
講
座

日
時　

５
月
23
日
（
土
）
午
後
２
時
〜
４
時

【
中
止
】
保
団
連
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク

　

 　
　

５
／
23
近
畿
総
決
起
集
会

日
時　

６
月
６
日
（
土
）
午
後
７
時
〜
午
後
９
時

【
中
止
】 

北
河
内
地
区
講
習
会
「
小
児
の
口
腔
機
能

発
達
不
全
症
」（
仮
）

日
時　

５
月
31
日
（
日
）
午
前
10
時
半
〜
午
後
０
時
半

【
中
止
】 

市
民
講
座
「
飲
み
込
む
力
〜
今
か
ら
は
じ

め
る
『
の
ど
』
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」

税
務　

５
月
20
日
（
水
）
午
後
２
時
〜
５
時

雇
用　

５
月
21
日
（
木
）
午
後
２
時
〜
４
時

法
律　

６
月
１
日
（
月
）
午
後
２
時
〜
４
時

※
会
場
は
保
険
医
会
館
。
１
週
間
前
ま
で
に
要
申
し
込
み

無料相談 講
習
会
の
延
期
・
中
止
の
お
知
ら
せ

　

予
定
し
て
い
ま
し
た
左
記
講
習
会
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
中
止
・
延
期
し
ま
す
。

　

こ
の
戦
い
に
や
り
過
ぎ
は

な
い
。

　

「
人
定
ま
れ
ば
天
に
勝

ち
、
志
一
な
れ
ば
気
を
動
か

す
」（
菜
根
譚
）

　

人
々
の
気
持
ち
が
定
ま
れ

ば
天
変
地
異
に
も
耐
え
ら
れ

る
。
全
員
の
思
い
が
一
つ
に

な
れ
ば
全
体
の
動
き
を
変
え

ら
れ
る
―
―
。
パ
ン
デ
ミ
ッ

　

２
０
２
０
年
４
月
改
定

で
、
①
歯
科
初
診
料
注
１

（
以
下
、「
初
診
料
注
１
」）

の
要
件
と
し
て
、
院
内
感
染

防
止
対
策
に
係
る
職
員
研
修

の
実
施
が
追
加
さ
れ
、
②
４

年
毎
の
研
修
受
講
歴
の
届
出

が
毎
年
１
回
７
月
の
報
告
と

な
っ
た
。

　

新
設
さ
れ
た
職
員
研
修

（
院
内
・
院
外
い
ず
れ
も

可
）
は
、
滅
菌
作
業
（
治

療
、
器
具
の
回
収
、
仕
分

ク
の
な
か
で
中
国
・
明
時
代

の
洪
自
誠
の
言
葉
を
思
い
出

し
た
。
感
染
拡
大
の
収
束
へ

力
を
合
わ
せ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
が
、
こ
の
間
の
政
府
の

対
応
は
あ
ま
り
に
も
ひ
ど
い

と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対

策
を
め
ぐ
る
Ｗ
Ｈ
Ｏ
と
日
本

政
府
の
失
策
、
厚
生
労
働
省

・
国
立
感
染
症
研
究
所
・
日

本
感
染
症
学
会
の
無
知
に
は

開
い
た
口
が
塞
が
ら
な
い
。

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
も
無
知
に

加
え
て
発
信
不
足
で
、
現
実

を
見
て
い
な
い
。
肩
書
の
立

派
な
人
が
「
健
康
な
人
に
マ

ス
ク
は
不
要
」
な
ど
と
発
言

し
、
感
染
の
拡
大
に
つ
な
が

っ
た
。
中
国
・
武
漢
市
で
拡

大
し
た
時
、「
日
本
政
府
が

マ
ス
ク
工
場
を
作
ら
な
け
れ

ば
い
け
な
い
」「
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
キ
ッ
ト
や
防
護
服
は
あ
る

の
か
」
な
ど
と
訴
え
た
人
は

一
人
も
い
な
か
っ
た
。

　

台
湾
・
韓
国
の
コ
ロ
ナ
対

策
や
英
・
独
・
仏
に
よ
る
休

業
保
障
な
ど
を
日
本
は
参
考

に
で
き
た
の
に
、
な
ぜ
や
ら

な
い
の
か
。
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の

数
が
少
な
く
、
感
染
者
と
分

か
ら
ず
治
療
し
た
医
療
従
事

者
が
感
染
し
て
い
る
。
感
染

―
。
国
内
だ
け
で
も
約
39
万

人
が
亡
く
な
っ
た
ス
ペ
イ
ン

風
邪
（
１
９
１
８
―
20
年
）

の
様
子
を
報
じ
た
当
時
の

『
東
京
日
日
新
聞
』
の
記
事

を
毎
日
新
聞
（
３
／
11
付
）

が
紹
介
し
て
い
た
。
１
０
０

年
前
の
記
事
に
は
「
大
病
院

が
こ
ぞ
っ
て
感
冒
患
者
を
忌

避
し
た
」
と
も
あ
る
。
１
０

０
年
後
の
今
も
同
じ
よ
う
な

こ
と
が
繰
り
返
さ
れ
て
い

る
。

　

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
受
け
ら
れ

な
い
う
ち
に
悪
化
し
亡
く
な

っ
た
女
優
や
、
病
院
へ
向
か

う
途
中
に
路
上
で
息
を
引
き

取
っ
た
高
齢
者
の
ニ
ュ
ー
ス

は
、
検
査
体
制
や
検
査
要
件

の
不
十
分
さ
を
浮
き
彫
り
に

し
た
。

　

脆
弱
な
検
査
体
制
や
入
院

　

「
冷
た
き
運
命
に
慟
哭
し

つ
つ
門
前
で
絶
息
し
た
」

け
、
洗
浄
・
滅
菌
、
保
管
な

ど
）
に
従
事
す
る
全
て
の
職

員
を
対
象
と
し
、
受
付
業
務

の
み
の
者
は
対
象
外
。

　

研
修
内
容
は
標
準
予
防

策
、
環
境
整
備
、
医
療
機
器

の
洗
浄
・
消
毒
・
滅
菌
、
手

指
衛
生
、
職
業
感
染
防
止
、

感
染
性
廃
棄
物
の
処
理
な
ど

を
含
む
も
の
と
さ
れ
て
い

る
。
研
修
に
あ
た
っ
て
は
、

「
一
般
歯
科
診
療
時
の
院
内

感
染
対
策
に
係
る
指
針
（
第

２
版
）」（『
２
０
２
０
年
改

定
の
要
点
と
解
説
』
に
掲

載
）
な
ど
を
参
考
に
研
修
を

行
い
、
必
ず
記
録
を
残
す
。

　

な
お
、
医
療
法
で
は
、
医

療
安
全
管
理
対
策
の
院
内
感

染
防
止
対
策
研
修
を
年
２
回

程
度
行
う
と
さ
れ
て
い
る
。

　

職
員
研
修
の
要
件
に
つ
い

て
は
経
過
措
置
が
設
け
ら

れ
、
20
年
３
月
31
日
時
点
で

　コロナ感染拡大の影響や予防を考慮し、厚労省は公費医療の取り扱いを柔
軟にすることや、「Ｎ95マスク」の再使用に関して各都道府県に通達した。

緊急時、指定医療機関以外も可能に
　新型コロナウイルス感染症の感染
拡大の影響で、原爆医療や難病、生
活保護などの公費負担医療の指定医
療機関が休診している場合、緊急の
場合は指定医療機関以外の医療機関
でも受診を可能とした。

生活保護　医療券なしでも可能に
　生活保護の医療扶助に必要とされ
る医療券について、特段の事情がな
い限りは、医療券の発行を待たずに
医療機関の受診を認めるとした。
　当面の間、受給者が福祉事務所を
訪れなくても、医療扶助申請を電話
等で受け付け、「要否意見書」や
「医療券」の交付は、受給者を介さ
ずに後日、医療機関と福祉事務所が
直接やり取りするような対応を考え
ているという。

Ｎ95マスク　再利用促進へ
　使い捨てとされているＮ95マスク
の効率的利用を促進するため、Ｎ95
マスクを再利用する際の留意点等を
取りまとめた。
【主な留意点】
　▽滅菌器活用等による再利用に努
める▽有効期限に関わらず利用する
▽複数の患者を診察する場合に同一
のＮ95マスクを継続して使用する▽
Ｎ95マスクには名前を記載し、交換
は１日１回とする―など。
【再利用法】
• 滅菌方法は、過酸化水素水プラズ
マ滅菌器を利用（３回の再利用で
換気能力が低下するため、再利用
は２回まで）
• １人に５枚のＮ95マスクを配布
し、５日間のサイクルで毎日取り
替える（滅菌は不要）
【廃棄の目安】
　目に見えて汚れた場合や損傷した
場合は廃棄するなど

受
け
入
れ
の
逼
迫
は
、
感
染

症
の
研
究
や
治
療
な
ど
を
担

う
保
健
所
や
研
究
機
関
、
医

療
機
関
の
縮
小
・
削
減
と
無

縁
で
は
な
い
。

　

感
染
拡
大
と
医
療
崩
壊
が

迫
る
さ
な
か
に
あ
っ
て
も
、

政
府
は
地
域
医
療
を
担
う
公

的
な
病
院
の
「
効
率
化
」
に

向
け
て
地
域
医
療
構
想
で
病

床
削
減
を
進
め
よ
う
と
し
て

い
る
。
危
機
に
便
乗
し
て
自

民
党
内
に
は
憲
法
に
緊
急
事

態
条
項
を
盛
り
込
む
動
き
さ

え
あ
る
。
惨
事
を
利
用
し
た

政
府
へ
の
権
力
集
中
は
、
人

権
侵
害
と
言
論
抑
圧
に
つ
な

が
る
危
険
を
は
ら
む
。
今
こ

そ
、
命
と
健
康
、
平
和
を
最

優
先
に
す
る
政
治
を
求
め
た

い
。

初
診
料
注
１
を
届
出
し
て
い

る
医
療
機
関
に
つ
い
て
は
、

６
月
末
ま
で
に
限
り
、
要
件

を
満
た
し
た
も
の
と
し
て
扱

わ
れ
る
の
で
、
初
診
料
注
１

の
再
度
の
届
出
は
必
要
な

い
。
た
だ
し
、
毎
年
１
回
７

月
に
「
様
式
２
の
７　

歯
科

点
数
表
の
初
診
料
の
注
１
の

施
設
基
準
に
係
る
報
告
書
」

（
以
下
、「
７
月
報
告
」）
で

報
告
が
必
要
と
な
る
。

　

ま
た
、
常
勤
歯
科
医
師
の

院
内
感
染
防
止
対
策
の
研
修

受
講
歴
な
ど
（
特
定
の
妥
当

と
認
め
ら
れ
た
機
関
が
主
催

す
る
外
部
研
修
）
に
つ
い
て

は
、「
４
年
ご
と
に
届
け
出

を
行
う
」
と
な
っ
て
い
た

が
、
毎
年
１
回
７
月
に
様
式

２
の
７
に
よ
り
報
告
す
る
。

修
了
証
の
添
付
は
不
要
と
な

っ
た
が
、
修
了
証
は
保
存
し

て
お
く
。

者
対
応
の
病
床
が
不
足
す
る

な
か
、
十
三
市
民
病
院
を
新

型
コ
ロ
ナ
専
門
病
院
に
切
り

替
え
た
の
は
最
善
の
策
で
、

各
自
治
体
は
真
似
を
す
べ
き

だ
ろ
う
。

　

「
船
頭
多
く
し
て
船
山
に

上
る
」
と
の
言
葉
が
あ
る

が
、
無
能
な
閣
僚
や
国
会
議

員
が
多
過
ぎ
る
。
検
査
が
進

ま
な
い
の
は
背
景
に
厚
労
省

や
経
産
省
の
既
得
権
益
で
も

あ
る
の
か
。

　

▽
マ
ス
ク
・
防
護
服
不
足

▽
隔
離
失
敗
▽
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

不
足
▽
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
不
足
―
―
な

ど
、
感
染
拡
大
を
引
き
起
こ

し
た
政
府
の
対
応
を
国
会
で

検
証
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
。

救えない命
100年前と同じ

新コロナ対応　例外的取り扱い可能に

政
府
の
失
策
が

拡
大
招
い
た

厚
労
省　

公
費
医
療
、Ｎ
95
マ
ス
ク
関
連
で
通
達

野瀬博之（東住吉区）

池
尻
良
治
（
淀
川
区
）

20年改定　感染防止対策で職員研修

保険診療保険診療

知知っとくっとく！！
なっなっ得得！！

歯
科
初
診
料
注
１

新型コロナ

言いたい
いま


